（様式1）
声を社会に届ける助成
助成事業申請書

一般財団法人ぐんま未来基金　御中
申請日：　　　　年　　　月　　　日
	[bookmark: _heading=h.b9zh3jpiowzm]基本項目　



	ふりがな
	

	団体名
	

	法人格
	☐ 無（任意団体）　　　　　☐ NPO法人　　 　 　☐NPO法人申請中　　
☐一般社団法人（非営利型） 　　　　☐一般社団法人（普通型）
☐その他（　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	活動開始年月
	年　　　　月
	法人格取得年
（法人格があれば）
	年

	代表者氏名
	氏名：
	ふりがな
	

	団体の本拠地
連絡先
	住所：　〒

	
	TEL：
	Email：

	
	ホームページ

	事務連絡担当者
氏名＆連絡先
	役職：
	氏名

	
	TEL：
	Email：

	経理担当者
氏名＆連絡先
	役職：
	氏名

	
	TEL：
	Email：

	振込口座
	団体名義の銀行口座がありますか
	☐ ある　　・　　☐ ない




■ 団体の活動目的 . 
[記入欄]　※団体の設立目的等を記載してください







■ 団体として活動をはじめたきっかけや経緯 . 
[記入欄]　※活動を行うに至った経緯、動機、人と人との出会い等






	助成金の申請事業の内容


※明らかにしたいテーマ、助成希望額、事業概要は当財団HP等で公開されます

■ 団体の日々の活動内容と、その中で触れている「当事者が抱える課題や困難」や「切実な要望」などを具体的に教えてください。 . 
[記入欄]　※どこで、どんな人が対象で、どんな課題を抱えているのかなど具体的に記載してください












■ 現場の活動を通じて、現在どのようなもどかしさや葛藤を感じていますか？　また、その現状をどう変えていきたいという情熱がありますか？. 
[記入欄]　 ※例：ニーズはあるのに伝わらない、寄付をお願いしても当事者意識を持ってもらえない等











■ 明らかにしたいテーマと調査・発信の計画 

本助成を活用して、社会に届けたい声とは何ですか？ 
	社会に届けたいテーマ
	



上記のテーマについての説明があれば、下記に記入してください。 
[記入欄]　 















■ 作成した実態レポートや提言レポートを、今後どのように社会に広げていきたいですか？ . 
[記入欄]　※例：政策提言への活用、講演会・研修会での発信など。誰に届け、どのような社会の変化につなげたいと考えているか教えてください。










■ 本助成では、アンケート設計やデータ分析など、プロセスごとに専門チームがサポートします。
専門チームと一緒に学びながら進めていくにあたり、現時点で不安に感じていることや、特にサポートを受けたい点はありますか？ 

[記入欄]　※できてないことや分からないことは減点対象にはなりません。団体の現状を記載ください。












■ 実施体制 . 
（1）団体内の体制について
[記入欄]　
※ 団体として何人くらいで活動し、どのような役割分担で、どのような体制なのか記載してください。記載できる範囲で個人名も記載ください。








（2）調査・分析を進めるに際に、アンケートやヒアリング調査に協力いただける対象者の方はどのような方を想定していますか。
[記入欄]　








	実施予算



1） 本事業の収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　目
	金　額
	詳細及び算出根拠

	本助成金
	円
	（申請額を金額欄に記入）

	
	円
	

	
	円
	

	合　　計
	円
	



2） 本事業の支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　目　
	金　額
	詳細及び算出根拠

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	合　　計
	円
	



[bookmark: _heading=h.6tdw5sut2l88]※必要に応じて、行を追加するなどして構いません。

■　他助成金の申請状況　（この事業において他助成金を申請している場合は記入ください）
	申　請　先
	金　額
	採択状況
	備考

	
	
	採択　・　申請中
	

	
	
	採択　・　申請中
	




	確認事項


以下の内容をご確認いただき、合意いただける場合は、□にチェックをお願いします。

☐ 本助成は活動そのものに対しての助成ではなく、活動から得られた声を調査・分析・発信するための取り組みについての助成金だということを理解しました。

☐  2027年2月までに、実態レポートや提言レポート等の成果物を自団体（申請者）で作成することを理解しました

☐ ぐんま未来基金が発行する、きざし白書に、自団体（申請者）の成果内容も掲載されることを理解しました（掲載内容等は事前にご相談・ご確認いただきます）

☐ 助成期間中は、ぐんま未来基金の専門チームによるサポートを受けるための時間の確保が必要であるということを理解しました


■　備考欄（その他特記事項があればご記入ください）
	




補足説明

【申請書記入についてのお願い】
・申請書は6ページ以内に収めてください。なお補足説明の部分は除外します。
・用紙サイズや余白幅などは変更しないでください。
・パソコンを使用して書類を作成してください。手書きは対象外となります。
・文字サイズは10.5ポイント、MS Pゴシックにて記載をお願いします。
・図や写真等を追加しても構いません。
・申請書はWord文書のままで提出してください。

【予算について】
※収入と支出の合計金額をあわせてください。　
　 他助成金で確定しているものがあれば、収入に記載してください
※必要に応じて価格の根拠が分かるものなどを添付してください。
※支出の費目は以下の項目を参照いただき算出してください。

① 消耗品費	：　用紙、文房具などの購入費用
② 印刷製本費	：　チラシやアンケート、レポートなどの印刷費
③ デザイン費	：　制作物のデザインの委託料、画像などの利用料
④ 会場費	：　会場使用料、会場で使用する備品の費用
⑤ 謝金　　	：　調査協力謝金やボランティアなどに対する謝礼金
⑥ 通信費	：　郵便、宅急便、Web会議の導入費用など
⑦ 旅費交通費	：　鉄道、バス、ガソリン代、駐車場代などの交通費や宿泊費
⑧その他	：　上記経費項目以外の活動に必要な経費
1

